
総合的な学習の時間

学習指導案（略案） 
福祉～みんなの幸せ～ 「これからの社会とコンピュータ」 

令和元年実施 

第４学年 

【単元の目標】 

日常生活や社会の中でコンピュータが数多く利用されていることに気づ

き、コンピュータが得意なことを体験的に理解し、みんなが幸せに過ごせる

社会のためにコンピュータを役立てようとする態度を育てる。 

【授業の視点】 

<教材について> 
「ルビィのぼうけん」を使ったアンプラグド教材で「繰り返し」・「条件分

岐」について体験的に学習したことは、コンピュータの特性についての理解
を深めるために有効であったか。 
 
<時間配分について> 
 体験するワークショップを２つに絞ったことは、活動時間を保証し、コン
ピュータの特性の理解を深めるために有効であったか。 
 

【本時のねらい】 

コンピュータが得意な「繰り返し（ループ）」・「条件分岐」について体験

的に理解する。 

【準備】 

 ルビィのぼうけんワークショップ スターターキット（ダンス、ダンス、ダンス・おしゃれのルール）  iPad  ワークシート 

【板書計画】  

 

 

            体験１ ダンス、ダンス、ダンス 「くり返し」        体験 2  おしゃれのルール 「条件分岐」 
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【本時の展開】 

時間 
学習活動（〇）主な発問（Ｔ） 
予想される児童の反応（Ｃ） 

指導上の留意点（・） 
評価（◆） 

時間 
学習活動（〇）主な発問（Ｔ） 
予想される児童の反応（Ｃ） 

指導上の留意点（・） 
評価（◆） 

５ 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〇前時の学習をふり返り、コンピュータ
が動く仕組みに関心をもつ。 

Ｔコンピュータはどんなはたらきをして
いますか。 

Ｃ自動で動くようにする。 
Ｃ決まったことをきちんとする。 
Ｔコンピュータはプログラムで動いてい
ます。今日は２つの活動を通して、コン
ピュータの得意なことや苦手なことに
ついて学習しましょう。 

 
 

 
 
・前時の資料を提示し、でき
るだけ短い時間で本時の見
通しがもてるようにする。 

15 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

体験２ 
〇「おしゃれのルール」の例題を通して
「条件分岐」について理解する。 

Ｔ雨の日は、どんな服装をしますか。 
Ｃぬれても困らない服。カッパとか。 
Ｔルビィは、雨ふりなら、レインコートを
着て長靴を履きます。そうでなければ、
おしゃれなワンピースを着ます。 
ルビィに適切な服装を選びましょう。 

 
○グループで、ルビィの着る服をプログ
ラミング（選択）する。 

Ｔグループで、条件に合わせた服装を考
えて、プログラミングしましょう。 

 最後の２つは、自分達で条件も考えて
みましょう。 

Ｃお菓子を焼くなら、エプロンが必要だね。 
Ｃぼうけんなら、汚れてもいい服だね。 
Ｃそうでなければ、どの服にする？ 
 
○考えたプログラムを共有する。 
Ｔコンピュータは、プログラムした服し
か着ません。みんなはどうですか？ 

C 気分に合わせて変えられる。 
T 状況に応じて、自分で考えて対応でき
ることは、人間が得意なことですね。 

 
 
・日常の服装選びの場面を例
示し、「条件分岐」の考え方
を理解させる。 

 
 
 
 
・「そうでなければ」で悩むグ
ループには、正解がたくさ
んあることを伝え、決めさ
せる。 

・各グループで考えたプログ
ラムを iPad で撮影してお
き、後で共有できるように
する。 

 
 
・同じ条件でも選んだ服がグ
ループによって違うことか
ら、人間は状況によって柔
軟に対応できるが、コンピ
ュータは決められた通りに
しか対応できないことに気
付かせる。 

20 体験１ 
〇「ダンス、ダンス、ダンス」を行い、「ル
ープ」のについて理解する。 

Ｔコンピュータになり切って、命令通り
にダンスをしてみましょう。 
・１回  ・３回 

Ｃできた。 
 ・ずっと 
Ｃ終わらないじゃん。 
Ｔ終わりの条件を考えることも大切ですね。 
 
○グループでオリジナルダンスを作る。 
Ｔペアでダンスを考え、グループでダン
スを踊りましょう。 

Ｃどれを組み合わせる？ 
Ｃ始めと終わりの条件は… 
 
○「ダンス、ダンス、ダンス」のまとめを
する。 

Ｔ踊ってみて、どうでしたか。 
Ｃちょっと間違えた。 
Ｃずっと踊っていると疲れる。 
Ｔコンピュータは間違えないし疲れない
ですね。 

 
・カードを組み合わせて作っ
たダンスを提示する。 

・iPad のメトロノームアプ
リを使って、リズムを合わ
せて動けるようにする。 

 
・無限ループはよくあるバグ
であることを理解させる。 

 
・ペアでダンスを考えさせる
ことで、全員にプログラマ
ー役を体験させる。 

・繰り返しは５回までにす
る。 

・代表で１～２個発表させ、
みんなで踊ってみる。 

 
・コンピュータは決まったこ
とを間違えずに繰り返すこ
とが得意であることを理解
させる。 

５ 
 
 
 
 
 
 

〇本時のまとめをする。 
 
 
 
振り返り 
〇「繰り返し」「条件分岐」が身の回りで
使われている例を考える。 

Ｔ身の回りで、これらが使われている例
はありますか？ 

Ｃ信号。青→黄→赤と繰り返す。 
Ｃ自動ドア。人が来たら開く。 

 
 
 
 
◆コンピュータは「繰り返し」・「条件分岐」
が得意なことを理解している。 

 
・身の回りで実際に使われて
いる例を考えさせること
で、次時以降の意欲を高め
られるようにする。 

 

めあて コンピュータは、どんな特ちょうがあるだろうか。 

まとめ コンピュータは、決められた通りに動くことは得意だが、
状況から考えて動くことは苦手である。 


